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政
府
の
原
発
の
発
電
コ
ス
ト
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
二
十
八
年
十
二
月
九
日
、
経
済
産
業
省
は
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
対
応
す
る
賠
償
や
廃
炉
な

ど
の
費
用
が
、
従
来
の
見
込
み
の
十
一
兆
二
千
億
円
の
約
二
倍
と
な
る
二
十
一
兆
五
千
億
円
に
膨
ら
む
と
の
試
算
を
発
表
し

た
。こ

の
発
表
に
関
連
し
、
政
府
の
原
発
の
発
電
コ
ス
ト
の
評
価
に
疑
義
が
あ
る
の
で
、
以
下
質
問
す
る
。

一

政
府
は
、
現
在
、
原
発
の
発
電
コ
ス
ト
を
「
一
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
、
最
大
で
も
十
・
四
円
と
試
算
」
し
て
い
る
と
承
知
し
て

い
る
が
、
こ
れ
は
政
府
の
公
式
見
解
か
。
こ
れ
が
公
式
見
解
で
な
い
と
す
れ
ば
、
政
府
は
原
発
の
発
電
コ
ス
ト
を
ど
の
程
度

で
あ
る
と
試
算
し
て
い
る
の
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

二

右
の
問
に
関
連
し
、
政
府
の
原
発
発
電
コ
ス
ト
の
算
定
根
拠
、
算
定
条
件
、
積
算
内
訳
を
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

三

経
済
産
業
省
の
発
表
し
た
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
対
応
す
る
賠
償
や
廃
炉
な
ど
の
費
用
は
、
二
十

一
・
五
兆
円
へ
と
倍
増
す
る
試
算
を
示
し
た
が
、
政
府
に
よ
る
原
発
の
発
電
コ
ス
ト
は
「
一
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
、
最
大
で
も

十
・
四
円
」
と
い
う
試
算
に
は
、
こ
の
二
十
一
・
五
兆
円
へ
と
倍
増
す
る
試
算
額
は
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。
政
府
の
見
解

を
示
さ
れ
た
い
。

一



四

こ
の
二
十
一
・
五
兆
円
を
考
慮
し
て
も
、
原
発
の
発
電
コ
ス
ト
は
一
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
に
十
・
二
〜
十
・
四
円
に
と
ど
ま
る

と
政
府
は
説
明
し
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
が
、
こ
の
認
識
は
正
し
い
の
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

五

右
の
問
に
関
し
て
、
原
発
の
発
電
コ
ス
ト
は
一
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
に
十
・
二
〜
十
・
四
円
に
と
ど
ま
る
と
政
府
が
説
明
す
る

理
由
や
算
定
根
拠
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

六

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
以
前
、
日
本
で
は
五
十
四
基
の
商
業
用
原
発
が
稼
働
し
て
い
た
と
認
識
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
原
発
の
原
子
炉
の
稼
働
開
始
か
ら
二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
ま
で
の
時
点
の
稼
働
期
間
は
、
平
均
で
ど
の
程
度
で
あ

る
の
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

七

六
の
問
で
い
う
稼
働
期
間
の
中
で
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
と
い
う
三
基
の
原
子
炉
の
炉
心
が
溶
融
す
る
「
過

酷
事
故
」
が
起
き
た
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
わ
が
国
の
商
業
用
原
発
が
稼
働
し
て
き
た
期
間
の
中
で
、
約
十
年
間
に
一
基

に
お
い
て
「
過
酷
事
故
」
が
起
き
る
確
率
だ
と
認
識
す
る
が
、
こ
の
認
識
は
正
し
い
か
。
ま
た
約
十
年
に
一
度
の
「
過
酷
事

故
」
が
起
き
る
確
率
と
い
う
現
実
に
対
し
て
、
政
府
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た

い
。

八

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
以
後
は
、
原
発
に
は
よ
り
厳
し
い
安
全
対
策
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
建
設
費
は

二



世
界
的
に
高
騰
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
一
の
問
で
い
う
政
府
試
算
の
前
提
と
な
る
、
原
発
の
建
設
費
用
は
、
事
故
前
後
で
、

ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
。
政
府
の
把
握
す
る
と
こ
ろ
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

九

一
の
問
で
い
う
政
府
の
試
算
に
は
、
政
府
が
推
進
す
る
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
一
環
と
し
て
実
施
し
て
い
る
「
も
ん
じ
ゅ
」

に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
諸
費
用
は
含
ま
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
含
ま
れ
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
理
由
で

あ
る
の
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

十

一
の
問
で
い
う
試
算
に
は
、
政
府
が
こ
れ
ま
で
「
も
ん
じ
ゅ
」
な
ど
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
に
投
じ
た
費
用
及
び
、
今
後
、
政

府
が
着
手
し
よ
う
と
し
て
い
る
次
世
代
の
原
子
炉
「
高
速
炉
」
の
開
発
に
投
じ
ら
れ
る
費
用
も
含
め
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ

に
対
す
る
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

十
一

こ
れ
ま
で
原
発
に
よ
る
発
電
に
要
し
た
経
費
と
、
今
後
発
生
す
る
で
あ
ろ
う
費
用
（
廃
炉
費
用
、
使
用
済
み
核
燃
料
処

理
費
用
（
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
費
用
も
含
む
）
、
そ
の
他
の
廃
棄
物
処
理
費
用
な
ど
）
を
、
こ
れ
ま
で
の
原
発
総
発
電
量
で
除

す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の
発
電
コ
ス
ト
の
実
積
値
が
算
出
さ
れ
る
。
政
府
は
こ
う
し
た
試
算
を
し
た
こ
と
は
あ
る
の
か
。
見
解

を
示
さ
れ
た
い
。

十
二

右
の
問
に
関
し
て
、
か
か
る
試
算
を
し
て
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
の
理
由
は
何
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

三



十
三

十
一
の
問
で
い
う
試
算
を
行
え
ば
、
こ
れ
ま
で
の
原
発
発
電
に
よ
る
コ
ス
ト
が
判
明
す
る
。
政
府
は
か
か
る
前
提
の
試

算
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

十
四

右
の
問
で
い
う
試
算
を
行
っ
た
場
合
の
原
発
の
発
電
コ
ス
ト
は
、
一
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
あ
た
り
ど
の
程
度
か
。
政
府
の
見

解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

四


